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＜目的＞ 
肝臓をターゲットとした magnetic resonance imaging 検査には三次元の
gradient echo法を用いた T1強調画像がよく使用される．しかし，施設間の画
質の違いを論議されることは少ない．そのため，施設間における contrast	noise	

ratio（CNR）を，同一のコントラストファントムを用いて検討した． 
＜方法＞ 
装置は 5 メーカ 13 機種，1.5T または 3.0T を使用した．コントラストファント

ムは直径 7cm の円柱容器 7 つにそれぞれ 0.1〜0.7mmol/L の濃度に薄めた Gd-

DTPA を封入したものを用意し，生理食塩水を満たした直径 30cm の容器内に円形

に配置した．撮像パラメータは各施設において日常的に用いられている条件（オ

リジナル条件）と，各機種間で同等となる条件（統一条件）で撮像した．各ファ

ントムの 80％の円形関心領域における信号強度と標準偏差から，西沢ら（日磁

医誌,8(4),255-261;1989）の式を用いて磁場強度と撮像条件における CNR とそ

のばらつきを求めた．		

＜結果＞	



磁場強度別の撮像条件における CNR のバラツキは，1．5T のオリジナル条件で

7.30〜4.53(差 2.77)，1．5T の統一条件で 10.12〜2.95(差 7.17)，3.0T のオリ

ジナル条件で 5.65〜1.58(差 4.08),3.0T の統一条件で 7.32〜1.71(差 5.60)と

なった．1.5T において統一条件に比べオリジナル条件で 61.4％，3.0T において

27．1％バラツキが減少した．	

＜結論＞	

撮像条件における CNR のバラツキは，オリジナル条件の方が統一条件よりも少

なかった．これより各装置の特性に合わせて最適化された条件で撮像すること

により，診断能に差のない画像が得られることが示唆された．	


